
 

身のまわりにあるいろいろなものをよく観察したり、身のまわりで起こっているいろいろなことを体験したりする

と、不思議に思ったり、疑問をもったりすることがあります。その疑問を自分の力で解決してみましょう。また、研究

したことを分かりやすくまとめてみましょう。 

１ 研究テーマの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の進め方（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

            

※実験で、危険がともなう火や薬品等を使うときには、保護者や先生の指導のもと、十分に注意して実験 

操作を行うようにしましょう。 

※他の人が調べたことを自分の研究の参考にするときは、誰の研究をどのような目的で利用した

のか示しましょう。また、他の人が作った絵や写真、音楽などを無断で利用してはいけません。 

※もっと詳しく知りたい人は、熊本県立教育センターホームページの「これまでの科学展」の 

中にある「入賞作品」や「私たちの科学研究」を見てください。 

 

話題になっていることを取り入れる 

  新聞やテレビなどで、科学や環境を取り上げ

た記事やニュースなどがきっかけとなり、研究

のテーマが見つかるときがあります。 

今、社会で話題となってい 

ることは何か、情報を集め 

てみましょう。 

・仮説が正しいかどうか調べるための観察や実験の方法を考える。 
・研究の方法を思いつかなかったら、他の研究の方法を参考にし、自
分なりの工夫を加えていく。 

授業で学習したことをさらに発展させる 

  授業で学習した内容から研究テーマを決めて
みましょう。 
 学習を通して分かったことをもとに進めるこ
とができるので、筋道がよく通ったまとまりの
ある研究になります。 

科学する夏（中学生用） 

身近なものから見つける 

 身近な自然や日常生活の中で、ふとした疑問
から研究テーマを見つけてみましょう。 
 郷土の自然（地形、地質、気象、動物、植物、
言い伝えなど）から、その地域特有の自然につい
て調査する方法もあります。 

すでに行われた研究を発展させる 

  研究の手引書や過去の作品例などからヒントを
得て、条件や材料を変えたり、新しい視点をもっ
て研究を進めたりする方法もあります。 

熊本県立教育センターホームページの「これま
での科学展」の中にある「私たちの科学研究」に
は、これまでに出品した人の作品がたくさん集め
られています。参考にしてみましょう。 

仮説を立てる 

結果を記録する 

研究計画を立てる 

観察や実験を行う 

・結果から、何が分かったのか、どんなことが考えられるのかを書く。 
・結果が予想と違っていたら、もう一度仮説を考え直し、さらに観察 
や実験を行って研究を深める。 

・何を研究したい（知りたい）のかを、はっきりさせる。 
・結果について予想して仮説を立てる。 

・変える条件、変えない条件を明確にする。 
・データの信頼性を高める。繰り返して実験を行い、平均を出したり、
一つの個体だけではなくいくつかの個体で調べたりする。 

まとめる 

・データは、必ず記録する。 
・図や表、グラフで表す。 
・気付きなどを記録する。 

・研究テーマに対して、何がどこまで明らかになったのか、分かりや
すくまとめる。 

 
みんなの自由研究を

応援するよ！ 

 

考察する 

★ 

 

★結果を分析していくと、もっと 
調べたいことが出てくるかも 
しれません。その場合は追加 
実験を行いましょう！ 

https://www.higo.ed.jp/center/kagakuten


研究のまとめ方 
 

○ 研究の題名 
・研究の内容がよく分かるような名前をつけてくだ 

さい。 

 

○ 研究の目的（動機） 
・研究を始めたきっかけや目的について分かりやす 

く書いてください。 

 

 

 

 

 

 
○ 研究の方法 
・これからしようとする研究についての内容や方法 

  の骨組みです。 

・どんな方法で調べたり、実験したりしたかを書い 

てください。 

・変える条件だけでなく、同じにする条件も書くと 

実験の視点がはっきりします。 

・くり返し実験をして、多くのデータを集めてくだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットで 

友達の作品を見てみよう！ 

科学展のページ 

 

○  研究の成果 

・グラフにまとめる場合、どんな種類のグラフで表
すと見る人にとって分かりやすいかを考えて作
成してください。 

・実験や観察に使った記録やノート、野帳などの資
料はぜひ残しておいてください。 

・研究の途中で実験や方法を追加しなければなら
なくなった場合に、追加調査（実験）としてまと
めるのも一つの方法です。 

 
 温度が野外と同じくら 
いの時（29～30℃）と 
比べて低温条件（25℃ 
以下）では、カブトムシ 
の活動は鈍くなった。 
一方、温度を 29～30℃ 
に保持した場合、湿度を 
85％にするとエサ場への 
到達時間は平均で６０秒 
遅くなった。 

〇 考察、研究のまとめ 

・考察は、観察、実験の結果からどんなことが言

えるのか、分かったのか、なぜその結果になっ

たのかを書きます。その時、今までに学習した

言葉や考え方を使ったり関連付けて表したりす

ると、深い考察になります。 

・さらに調べたいことを書いておくとよいでしょ

う。 

 

 

 

①野外でカブトムシを捕まえに行ったときの条件
を計測した。 

 (1)温度(2)湿度(3)カブトムシなどの匹数… 
②カブトムシを採集時の条件を家で再現し、カブト
ムシが最も活動的な条件を探した。 

 準備物： 
プラスチック容器 
プラスチックカゴ 
人工芝、タコ糸 
ストップウォッチ 
トレー 
昆虫ゼリー… 

 本研究を行うにあたり、自然界のようにカブトム
シがあまり動いてくれなくて、データを取るのに苦
労した。しかし、我慢強く実験を行った結果、「温
度２７℃以上、湿度８５％以上」の時に・・・今年
度検証できなかった高温条件下でのカブトムシの
活動について検証を続けたい。 

 僕は小学１年生の時からカブトムシを飼育し、観
察・実験を続けてきた。その結果、・・・たくさん見
つかる条件を見つけてあげたい、と思い、その違いを
探索することを今年の研究テーマに設定した。 

※「科学する夏」は、コピーして利用されて結構です。 

※熊本県立教育センターのホームページで、全ての作 

品を見ることができます。 

        熊本県立教育センター理科研修室 

https://www.higo.ed.jp/center/kagakuten

